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                                                                             令和　○年○月○○日
                                                                    氏名　　国 大 太 郎　　

	教育上の能力に関する事項	Comment by ias-ims: こちらの欄は記入不要です
	年 月 日
	概　　　　　　　　要

	１　教育指導実績
　省略
	
	


	２ 教育方法の実践例
　省略
	
	

	
	
	

	３　作成した教科書，教材
　省略
	
	

	４ 当該教員の教育上の能力に関する大学の評価
　省略
	
	

	５　実務家教員についての特記事項（資格等）
　省略
	
	

	６　その他
　省略
	
	

	
	
	

	職務上の実績に関する事項
	年 月 日
	概　　　　　　　　要	Comment by ias-ims: 主要なもの直近5件ほど新しいものから記入し、その他○件としてください。
研究費の種類（科学研究費、共同研究費、受託研究費、委任経理金、民間助成、ＮＥＤＯ，ＪＳＴなど）を代表か分担かの別、研究課題のタイトル、および総額を概要欄に記入してください。

	１ 外部資金獲得実績
(1) 科学研究費基盤Ｂ　代表（または分担）


(2) 科学研究費基盤Ｂ　代表（または分担）


（3）共同研究　代表（または分担）


（4）受託研究　代表（または分担）

　等

以下、通し番号（5）（6）（7）と付けて、列記する。

	
成○○年
 ○月～
○○年○月
平成○○年
 ○月～
○○年○月
平成○○年
 ○月～
○○年○月
平成○○年
 ○月～
○○年○月


	
タイトル、金額（総額）


タイトル、金額（総額）


タイトル、金額（総額）


タイトル、金額（総額）

	２ 資格・免許	Comment by ias-ims: 特に審査に関連すると思われるものを記入してください。
	
	

	３ 特許等	Comment by ias-ims: 主要なものを5件ほど年月日順（過去→現在）に記入し、その他○件としてください。
 ① ｢…………｣(特許第○○○○○○○号)
	
平成○○年
 ○月
	
　……………………。
（発明者：国大太郎、○○○　　特許権者：国大太郎、○○○）

	 ② ｢…………｣(特願平○-○○○○○○号)
	平成○○年
 ○月


	  ……………………。
（発明者：国大太郎、△△　　出願人：国大太郎）

	４　実務家教員についての特記事項（賞等）	Comment by ias-ims: 「職歴」欄に記入した事項を中心に、研究に関連する事項を、下記の事項等を参考にしてください。
①従事した期間
②職務の内容（どのような職務に就いて、どのような役割を果たしたか）
③成果、結果
★企業・官公庁等の研究者の場合
大学との共同研究による研究実績がある場合、その概要、成果、当該研究者の役割
★その他、企業・団体等関係者
国際援助・開発、先端技術、国際金融等高度に専門的な実務に従事した実績
★情報技術者関係の場合
コンピュータに係る職務歴（職務上のコンピュータ活用法、ソフト・システムの開発歴）
　
	

	

	５ その他
1 公開講座	Comment by ias-ims: その他、本学での業務に関する実績を年月日順（過去→現在）に簡潔に記入してください。
1.△△大学公開講座講師
	

平成○年
	

  ……………………。

	②　共同研究
2.□□大学との共同研究
	
平成○○年
	
  ………………。

	
著書、学術論文等の名称	Comment by ias-ims: 著書、学術論文及びその他の順に適切に区分し、年月日順（過去→現在）に記入し、各区分ごとに番号を付してください。	Comment by ias-ims: ★直近の主な業績を5件ほど記入し、残りは欄外に件数のみ記入してください。
	単著、共著の別
	発行又は       　発表の年月
	発行所，発表雑誌等又は発表学会等の名称	Comment by ias-ims: 発行所名（雑誌名）の他、巻・号等まで明記してください。雑誌名は一般的に普及しているものに限り略して、それ以外は雑誌名は略さずに記入してください。
掲載頁は、概要欄に記入です。
	
概　　　　　　　要	Comment by ias-ims: 【共通事項】著書・論文の概要を数行で簡潔に記入	Comment by ias-ims: 【共著の場合】
論文全体の概要、掲載ページ、その中の担当部分について、共著者氏名全員（本人氏名にアンダーライン）を記入してください。
※担当部分について
「○○実験及び考察について担当」「○○計算について担当」「○○について提案し、○○を担当」「「○○の解析を担当」等と記載してください。担当した内容を記述できない場合は「(担当部分)共同研究につき担当部分抽出不可能」としてください。

	(著書)
	
	
	
	

	1.○○○○○
	単著
	令和２年７月
	 ○○○○書店
	　…………。

	2.△△△△


	共著


	令和４年１０月

	 △△堂


	　…………、…………。　pp. 73-84
(担当部分）………について分担執筆。
（共著者）○○○編　分担執筆:○○○、国大太郎、×××

	(論文集査読付き論文)
	
	
	
	

	1.○○○○○○○○
	単著
	平成２８年６月
	○○○○ 30巻 1号
	　……………………。　pp.113-121

	2.△△△△△

	共著

	平成３０年３月
	△△△△ vol.25

	　…………、…………。　pp.73-84     (担当部分)…………について担当。
あるいは
(担当部分)共同研究につき担当部分抽出不可能
(共著者)○○○、国大太郎、×××   

	3.□□□□□


	共著
	平成３０年
１０月

	□□□□□ 5巻 2号
	　………………。　pp.253-272
(担当部分) …………について担当。
(共著者)国大太郎、×××、○○○

	4.Abcd Efghi Jklmn
Opqr Stuvwx Yzab
Cdefg
	共著
	令和元年６月
	Abcdefghijk Vol.12
	　………………。　pp.421-452       
(担当部分) …………について担当。                   
(共著者)国大太郎、△△△、○○○ 

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	(会議発表査読付き論文)
	
	
	
	

	1.……
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	(学位論文)
	
	
	
	

	1.○○○○○○○○○
	単著
	平成２４年３月
	 横浜国立大学(修士)
	
　……………………。

	2.△△△△△△
	単著
	平成２７年３月
	 横浜国立大学(博士)
	
  …………………………。

	(その他)
1.…………（招待講演、国際会議のPlenaryなど）
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